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『ひとつ以上の言語』 
 バルバラ・カッサン著 西山雄二／山根佑斗〔訳〕 

本体1,200円＋税 新書判 128頁  ISBN:978-4-924671-91-1 

 

仏・バイヤール出版社による、シリーズ「小さな講

演会」は、2004年から刊行されている哲学・思想系

の定番の入門シリーズ。本書は、シリーズの一冊と

して刊行され、これまで広く読みつがれてきている。

「なぜ自らの言語（母語）とは別の言語を学ばなけ

ればならないのか」について、やさしく語りかける。 
 

【本書の内容】 

母語はいつまでも母語であり続ける、母が母であり続けるように…。 

母語とは人間にとってどのような存在となるのか。ハンナ・アーレントにとって、支

配者の言語であったドイツ語は、いかなる意味をもったのか。言語（母語）と世界（人

間）をめぐる問題について、子ども向けに、やさしく具体的に、哲学者は語りかける。

分断が極まりつつある社会で、「ことば」から社会を見る目を養うために。 
【著者】バルバラ・カッサン＝1947 年パリ生れ。哲学者、文献学者。2018 年よりアカデミー・フ

ランセーズ会員。著書に『ソフィスト的効果』『ノスタルジー――我が家にいるとはどういうこと

か？ オデュッセウス、アエネアス、アーレント』など。 

【訳者】西山雄二＝東京都立大学教授。翻訳にＪ・デリダ『条件なき大学』など。山根佑斗＝東京

大学大学院修士課程。 

◆◆事前予約受付中！【３月１１日（火）受注締切】◆◆ 
FAX：03-5244-5976もしくは電話：03-5244-5975まで 

電子メールでのお問い合わせ、ご発注も受け付けております。web@dokushojin.net 

ＦＡＸ 03-5244-5976 までご予約お待ちしております！ 
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